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■読者の皆様へ■
　本書に登場する車種名、会社名などの名称は、原則的に主要な参考文献となる、当時
のプレスリリース、広報発表資料、関係各メーカー発行の社史などにそって表記してお
りますが、参考文献の発行された年代などによって現代の表記と異なっている場合があ
り、編集部の判断により統一させていただきました。また、商用（商業）車の表記につい
ては、乗用車に対して「商いに用いる車」ということで商用車としています。英訳では
商用車、商業車いずれも「Commercial car＝コマーシャルカー」となることが多く見ら
れます。なお、一部名称の表記については、カタログなどの資料記載の表記をそのまま
掲載している場合があります。ご了承下さい。

三樹書房　編集部

は じ め に

　戦前から昭和の時代を経て、街中の商店に愛されてきたのが小型商用車達で
あった。戦前から戦後では小型三輪トラック達が活躍、1950年代に入り、よう
やく自動車が購入できる時代になった。東京都内も多くが未舗装砂利道であり、
都会の急坂をダットサンやトヨペットがSV＝側弁式（サイドバルブ）独特の音
を聞かせてくれたものだ。1960年代に入るとトヨエースや軽トラックが台頭し、
オリンピックを契機に商用車も近代的になってゆき、それまで愛された旧態依
然とした商用車達はスクラップとなっていった。
　本書では、そうした戦後から1960年代までの商用車を中心に紹介している。
今日の統一された、画一的なスタイルになったトラックやバンと比較して、そ
の頃の商用車は各メーカー独自の歴史、技術、デザイン方針を貫き、どの車両
もユニークで独自性に満ちあふれていた。その多くが自動車博物館でもみつけ
ることができない状況にあり、 1 台でも多く紹介しようとしたのがこの本の企
画意図である。
　これ以前には、『カタログでたどる　日本のトラック・バス』（三樹書房刊）と
題して、メーカー別に解説したものを 2 冊に分冊して刊行し、ご好評をいただ
いているが、本書ではこれらの既刊書では収録できなかった、それ以前の黎明
期と、以降の車両を収録して小型商用車の歩みに特化した構成とし、当時の時
代背景なども極力紹介するように努めた。
　黎明期には乗用車よりも商用車の生産台数が多かったが、1960年代後半には
それが逆転し、乗用車ベースの商用車が台頭した時代でもあった。そうした流
れも、多くの人に感じとっていただければ幸いである。
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■小型自動車の概要歴史
　1926年（大正15年）内務省自動車取締令改正により、排気量350cc以下のクルマが小型車として制
定された。1930年（昭和 5 年）に排気量500ccに、1933年 8 月には排気量750ccに拡大（いずれも学科、
技能試験なしの小型免許）。1940年、商工省により小型トラックは配給統制になる。
　戦後1946年 3 月、日本小型自動車組合設立（松田恒次理事長）、1947年12月に道路運送法公布。同
月運輸省令により小型車は排気量 4 サイクル1500cc、 2 サイクル1200cc以下、全長4.3、全幅1.6、全
高2.0各m以下となる。道路交通取締令により小型免許が制定され、1948年 1 月 1 日施行、第 1 種は
前二輪で、第 2 ～ 4 種は前一輪に該当。1949年11月 1 日小型四輪免許制定。1954年10月小型車の排
気量が 2 サイクルも1500cc以下となる。
　1958年 4 月 1 日、小型自動車の大きさ制限が全長4.7m、全幅1.7m、全高2.0m 各以下となる。前年
6月に発表され、この日より実施される。1960年 9 月、小型車の排気量を2000cc以下に拡大、大き
さ制限、排気量枠ともに現在に至る。

■小型商用車について
　小型商用（商業）車とは、乗用車の 5 ナンバーに対して、最大積載量を持つ 4 ナンバー登録車を指
す。トラックと呼ばれるのは最大乗車定員 3 名以下で、今では姿の少ないボンネット型トラックま
たはシングルピックアップ、最新型でもよく見られるキャブオーバーおよびセミキャブのトラック
などが該当する。
　ライトバンやダブルキャブは貨客兼用車ともいわれ、シートと荷室部分が前席＋後席＋荷室にあ
たる車両で、乗車定員 4 名以上、荷室が乗用後席より大きな床面積（ 1 平方メートル以上）、積み降
ろし部（ドア）が縦横80cm以上で、積載量が501kg以上の場合は保護仕切りを取付ける……等が条件
になっている。以上は、本書刊行時の法律に準じたもので、すべて公道上を走行する登録車両にあ
てはまる。
　税金的にはいずれも、前席部以外の積載量（1トン以下か各トン数で分類）で計算され、小型車の排
気量は1000cc以下、1500cc以下、1501cc以上でエンジンの規制値によっても課税額が変わる。なお
小型トラックベースでも貨物や貨客用でないものは 8 ナンバー特殊車となり、用途区分通達で救急
車、消防車、事務室、宣伝医療、霊柩、キャンピング車など多岐にわたって分類されている。
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戦前の小型商用車第1章

　通常、クルマというと「乗用車」をいう場合が多い。い
わゆるトラックなどの運送手段に使われる車両は、なか
なか話題の中心にあがることが少なかったが、物流時代
の近年ではハイブリッド車などの普及によってクローズ
アップされてきている。
　いわゆる自動車系紙媒体の最盛期のはじまりとされた
のは1970年前後とされ、自動車雑誌の創刊ラッシュでも
あったが、今日のようにトラックやバスなどの商用車を
扱う雑誌や書籍類は極めて少なかった。大型トラックや
バスの情報を得るには整備関連のいわゆる理工書や、工
学雑誌、自動車ガイドブック程度しかなかった。昔はトラ
ックやバスのディーラーにカタログをもらいにゆく人も
少なかったのであろう。訪ねてゆくとどっさりと数cm
もの厚さでくれたりしたものだった。
　だが小型トラックやライトバン、ピックアップともなる
と1960年代までは乗用車よりも「売れ筋」だったといえ、
特に巷の商店では乗用車を購入するよりも、まずはトラ
ックを購入する場合が多かった。戦前から1950年代まで
は商店向けには小さな大衆向トラックとして安価な三輪
トラックや小型四輪が多く存在していたが、その大きさ
は今日の軽自動車よりも小型かつ簡易だった。
　そこで本書では日本の商店をささえてきた「国産小型
商用車」の道程を追ってゆくことにしたい。大型商用車
とは違い、人々の身近な存在であったにもかかわらず、
その資料や現在残っている車両が極めて少なく、ここに
まとめてみる次第である。国産小型商用車の歴史の一端
として捕えて頂ければ幸いである。
　1904年（明治37年）に誕生した山羽式蒸気自動車（図

1-1）は前年の大阪で開催の第5回内国勧業博覧会に展示、
試走した米国車を参考にしたとされる。アメリカの自動
車保有台数は5万5000台しかない頃で、まだ蒸気自動車
＝ロコモティブからガソリン車への変革期といえた。岡山
で電気修理工場を経営していた山羽虎夫は、岡山の実業
家だった楠健太郎と森房三の義兄弟二人から自動車製作
の依頼を受けた。
　幸いにも山羽の兄が神戸のC・ニッケル商会に勤めてお
り、蒸気および電気自動車を輸入展示していた。神戸に
出向いた山羽はイタリア人マンシン氏に自動車の説明を
受けて、どうにか蒸気自動車を完成させることができた。
　しかし完成度が低いのではと疑問を持った警察に「危
険だ」と指定され、運転許可を得た岡山の旭川沿いを
10kmほど走ったにすぎない。その理由はタイヤにあり、
自作のソリッド式のリムはめこみボルトどめタイヤが変
形してしまったことによる。しかも製作費がかさみ、タ
イヤ製作などの開発については、実業家がこれ以上の出
費を断念したことによって、バスとして運用されること
はなかった。それでも2気筒の蒸気機関はしっかり動い
たとされる。山羽式は10人乗りのバスとされるが、構造
的には同時代の海外製バスのように屋根もないため、こ
こではトラックに近い自動車として紹介するものである。
　デザイン的に当時、輸入されていた蒸気自動車の多く
が「馬なし馬車」的スタイルで、山羽式のような格好は、
アメリカのランカシャー製トラック（図1-2）などの写真を
参考にしたと思えなくもない。
　1907年誕生の国産第一号ガソリン自動車は有名な「タ
クリー号」である。東京市京橋区木挽町（現在の銀座松坂
屋から昭和通にかけての場所）にあった修理工場の東京
自動車製作所が有栖川宮殿下の注文で第一号車を納入し
たもので、ガタクリと走る姿からタクリー号と呼ばれた。
　日本で最初に自動車の構造や修理を会得した内山駒之
助と吉田真太郎の設計により、3号車以降は米国製水平

対向SV（サイドバルブ＝側弁式）2気筒1837ccエンジンを
範とした、内山式国産12馬力ガソリンエンジンを国産シ
ャシーに搭載。そのうち、4号車（図1-3）のみがトラックで
大日本麦酒に納入。サッポロビールの看板を掲げていた。
　ただこのトラックの写真は残されているが、当時の東
京都内登録車322台の中には含まれておらず、トラックゆ
えに無登録で走ったともいわれている。
　1912年（大正元年）頃から自動車車登録制度がスター
ト。そのナンバープレートの「1番」が明治屋のキリンビー
ル宣伝車（図1-4）である。それ以前、日本に最初に登場し
た商用車は1903年に三井呉服店が配達用に導入したフラ
ンス製クレメント製バンとされる。
　明治屋製のトラックはウイスキーを輸入していた同社
が、英スコットランドのアーガイル（Argyll）製トラックを
1909年に直輸入、ただちにビール瓶型ボディを載せたも
のである。この図1-4の状態はは出来上がったばかりの
ものだが警視庁から「異常だ」と運行許可されずに前部を
切断してようやく許可されたエピソードがある。
　そのPR効果はすさまじく、横浜で誕生したキリンビー
ルは明治屋が一手に販売権を得てゆく。その後は瓶型ボ

ディを取り去り、通常のバン型ボディ運搬車に換えられ
た。明治屋のナンバー1はその後フォードT型を経てシボ
レーの1929年型、戦後シボレー1949年型と継承された
が、ナンバー継続制度が廃止され1959年の廃車で半世紀
の歴史の幕を閉じた。
　1922年に誕生したのがゴルハム四輪トラック（図1-5）
だった。自動車の普及により免許制度が1919年に制定さ
れたが、同時期にアメリカ人ウイリアム・ゴーハムがハー
レーダビッドソンJ型を分解、前一輪の三輪車を製作して
ゴーハムの仕事を手伝った、櫛引弓人に贈ったのが「クシ
カー」だった。
　そのクシカーの原理を応用して三輪トラック型にした
のが大阪の実用自動車製造（後の日産自動車）で、150台
を生産した後に四輪になり100台ほどを生産した後にリ
ラー号へバトンタッチされた。ゴルハム式は三輪の面影を
残してハンドルが1本バーだったが、リラー号は丸ハンド
ルだった。
　搭載エンジンは同じもので10ps／2000rpm、48km／
hの性能。ゴルハム式はホイールベース／トレッドが1828
／914mmと小型だったがリラー号は2133／965mmと
大きくされた。しかし経営は思わしくなく親会社の久保
田鉄工の下請け、また大阪発動機（後のダイハツ工業）製
三輪車の部品製作なども行なった。
　図1-6は1924年、橋本増治郎による快進社自働車工場
製のダット号41型750kg積甲種軍用保護自動車検定合格
車である。快進社は東京・麻布（現在の広尾5丁目）で創業、
第一号車は鋳物不良で失敗。第二号車はV型2気筒でこ
れがDAT号としての1号車になる。DATは出資者3名
から命名されたもので、D＝田健次郎、A＝青山禄郎、
T＝竹内明太郎の頭文字を取って名付けられた。
　その後に豊島区長崎に移転、この41型は4号車を意味図1-1　山羽式蒸気自動車

図1-2　アメリカのランカシャー製トラック

図1-3　国産第一号ガソリン自動車、タクリー号（4号車）
図1-5　ゴルハム四輪トラック

図1-4　明治屋のキリンビール宣伝車
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全日本自動車ショウ
開催初期の商用車達第4章

　自動車メーカー各社の工場近代化がはじまった1950年
代はじめ、生産の主軸はトラックにあった。朝鮮動乱特需
により車両価格は上昇し、1951年8月までにダットサン
トラックは1.7倍の57万円、トヨタSB型も1.75倍の75万
円、オオタは人気が高くないため1.46倍の52万5000円
に設定された。
　そして特需がなくなった不景気の時代に突入して、
1952年のダットサントラックが52万5000円に引き下げら

れた。
　1954年前半の１月から７月までの生産台数は、乗用車
3292台に対しトラック5060台だった。これに対してダッ
トサンは乗用車1774台に対しトラック3385台で、乗用・
トラックともにその半数以上を占め、トヨタとの開きが大
きかったことがわかる。
　いつも比較にされる三輪トラックはマツダ1万8600台、
ダイハツ1万7119台、みずしま三菱8188台、くろがね
7609台、ヂャイアント4322台、オリエント3152台だか
ら、まだまだ三輪ブームが続いていたことになる。理由
は簡単で、三輪トラックの価格は四輪の半分ほどだった
ことによるのである。

フェンダーとライト、ボンネットが別体になった戦前スタイルのダットサン最終型は、1952年中期に発売の61系で1955
年2月、新型120型にバトンタッチされるまで長期間にわたって生産された。ダットサントラックの価格は、乗用車の物
品税5％引き下げが要因で、1954年7月1日にトヨタを先駆けに、オオタ、プリンスの順に大幅値下げを敢行したため、
ダットサンも2週間遅れで値下げを実施。セダンDB-5型は3.9万値下げだったが、トラック6147型、ピックアップDU-5
型は5万円も価格を引き下げて対抗した。この頁のカタログは1954年型のもの。

ダットサンは戦前からのボディ
そのままに組み立て、形式こそ
41-51、そしてこのカタログの61
系と荷台を伸ばし対応していた
が、外観は近代的ではなく、街
の商店主達からはあまり歓迎さ
れなかった。1951年の5147型は
600㎏積、エンジンは乗用車と同
じ SV（サイドバルブ）860cc、
20ps/3600rpmで70km/ｈを発
揮した。

1954年4月の物品税5％引き下げで、乗用車デラックスセダンDB-5型が83万円から5万円下げて、78万円になったの
に比例させて、デリバリーバンDV-4型は当初の76万円を6万円さげて70万円にした。さらに7月の他社の価格引き下
げ競争にあわせ、DV-5型は3万円下げて67万円となった。上のカタログがDV-5型の1953年型で、下が1954年型。バ
ンの荷物室ウインドーには破損防止のバーがあることでトラックであることを印象づけた。



44 45

三輪を終焉させた
トヨペット・ライトトラック第5章

　1950年代はじめの商用車は、三輪トラックよりも少な
い生産および保有台数で推移した。しかし1954年にトヨ
タが放ったトョペット・ライトトラック（SKB型）がトヨエ
ースと名称を変更し、さらには値下げ続行によって、な
んと1957年には価格49万5000円とダットサンよりも安

価に設定されてゆく。
　軽自動車のスズライト・ピックアップが41万5000円、三
輪トラックの１トン車が丸ハンドル、フルキャビン化にな
って価格もオリエントやヂャイアントが46万円台だった
から、トヨエースが売れないわけがなかった。
　1957年8月期のトヨタ製小型トラックの月産4048台に
対して、三輪トラックのダイハツ、マツダともに全車集計
しても月産3000台ラインにすぎず、トヨエースの快進撃
は続いてゆくのである。

三輪トラックの代表であったのが戦前の「ニューエラ号」を継承した日本内燃機製造の「くろがね号」であった。上の1955年型は1952–53–54年型と続
けられた単眼キャブ車の最終型でKE2型762cc、750kg積。KE型は屋根なしであったが、KGL2型875cc、750kg積は幌屋根がついていた。

1955年4月の第2回全日本自動車ショウで複眼ヘッドランプ車
が加わり、ラインナップもKF型1400ccの2トン車、KHL 
1123ccの1.25トン車、KD型995ccの1トン車と充実。上は
1956年型KE3型750kg積で排気量アップされ875ccとなるが、
くろがね全車にドアはまだなかった。

「サイドドアー」の採用は三
輪ではジャイアントが最も
速く、多くがドアなしのパ
イプグリップ式で、ドアが
ついてもサイドウインドー
のないものだったりした。
1956年4月の第3回全日本
自動車ショウでマツダは全
車にビニール製ながらサイ
ドウインドー＋鉄板ドア付
車を公開して発売。他にオ
リエントと三菱も上級車に
ドアー付車を設定した。

トヨタ博物館展示時のライトトラック／トヨエース、カラーリングも地味なグレ
ーだったことがわかる。グリルやホイールキャップがクリーム系で、暗いイメー
ジをなくしていた。昭和のイメージを持つグッズとの展示がされている。

1954年8月発表、翌月から販売されたSKB型トヨペット・ライトトラック。その機構はいささか旧式ながらも大容量積
載の大衆型トラックとして大成功を収めた。1954年11月における東京都内店頭渡し価格比較では、SKB型がメーカー
発表値62万5000円だったが実売61万9000円だったことが当時の資料にみられる。ボンネットタイプのトヨペットSK
型が71万5000円、オオタKC型は76万円だったがトヨペット並みに値下げ。三輪トラック1トン勢はマツダCLY型が
42万5000円、ダイハツSY型が44万円、くろがねKD型が45万円であった。これは運転席からのエンジン整備性を向
上させ、シート前後長を80mm伸ばし改良した1955年型のカタログ表紙。

トヨエースになる以前のライトトラックを紹介した1955年自動車
ガイドブックの該当部分。まだ写真印刷が高価だったため、ガイド
ブックの車両紹介は図案（イラスト）で、いわゆるザラ紙に活（凸）
版印刷されたものだった。車体シャシー部やSV（サイドバルブ）エ
ンジンなどは従来のSB型の流用で、価格も極力低廉に設定。外観
デザインは社内デザイナーの森本真佐男だった。



82 83

華麗なる
ボンネットトラック時代第8章

　今日の日本における商業車は、そのボディ形式のほと
んどをキャブオーバー・タイプが占め、ボンネット型は極
めて少ない。その大きな理由は限られた寸法内により多
くの積載スペースを確保するなどの機能性を重視した結
果である。しかし海外（主に欧米、東南アジア）の内外ブラ
ンドの共通販売商用車には依然としてボンネット型やセ
ミキャブ型が多くみられ、加えてアメリカでは大型トラッ
クを含めていまだ根強いボンネット型人気が存在する。
　その最たる理由は「昔からの自動車らしいこと、ドライ
ビング面で椅子に座っての乗用車的ポジションが得られ
る」ことにあるとされる。着座姿勢面で足の充分に伸ば
せるボンネット型が楽なのは誰もが認めるところで、日

本でも1960年代までボンネットトラックの全盛時代があ
ったのである。
　今日でも日本ブランド車の海外向け商業車には依然と
してボンネット型が存在し、その多くが日本の普通車規
格よりも大きいサイズになって、日本にも並行輸入され
ているのは周知の事実である。しかも1971年以降、商用
車登録ではエンジン排気量に関係なく積載量で決まる
自動車税と、GVW（総重量）に掛かる重量税の合算で課
税されるようになったから、2トン車以下では1000ccク
ラスの乗用車より安価な税金であるのは今も昔も変わり
ない。
　そうしたボンネット型トラックが各社から登場してく
る黎明期とされる1950年代中頃の要因は「運転者の疲労
が少ない……というよりも乗用車に最も近い存在のトラ
ック」ということにあったようで、その開発も乗用車に順
じたものだった感がある。

ヘッドランプ部がリム方式のA50は本国の1957年以降のA55（A50の後部を伸ばしたボディに変更）に習ったもので、
1958年11月に発売された1959年型の日産オリジナルである。1959年5月追加のオースチンバンもA55バンの影響を受
けたものといえるが、A55の2ドアに対して4ドアでルーフなども乗用車のベースに後端まで伸ばしたものでA55と似
て非なる、スタイリッシュなものだった。1959年12月にはデラックスと同じくサイドモール付きとなり終焉を迎えた。
ただしオースチンの生産は1959年限りで終了するわけなので生産台数は極めて少ない。マスターライン81万3000円、
プリンス・コマーシャル82万円の時代に価格83万円、荷物積載重視でないことは乗用車用プレス鋼板をそのまま流用し
ていることから明白ではあろう。

A50ケンブリッジサルーン
は、A40の1200ccエンジン
を1500ccに換装したモデル
で、本国では1954年9月発
売。日産ではA40サマーセ
ットの後にA50を1955年1
月に登場させた。当初のボ
ディは英本国と同じだが、
サイドモールはプリンス・コ
マーシャルにそっくりだっ
たため、デラックスは板状
のものに換えて登場した。

ボンネット型小型トラックの先駆者としては古くはダットサン、戦後はフルサイズのトヨペットRK型トラックというこ
とになる。1956年4月に登場するのが、ボディが新しく乗用車のマスター型になるRK23型トヨペット1500トラックだ
った。先行して1955年11月登場のマスターライン・シングルピックアップとのすみわけは、RK型も乗用車なみの低床
型シャシーを持ちつつも頑丈に造られ、積載量が750kg積から倍の1500kg積になり、荷箱も別体であること。さらに
当初はフロアから出されたシフトレバーによりキャブ内が分割された格好で乗員２名であるのに対して、マスターライ
ンはコラムシフト採用で乗員３名だったことである。しかし、その差異が、後述するようにライバルの日産設計陣にヒ
ントを与える。
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乗用ベースの商用車、
第二世代に第10章

　1960年から1962年度にかけて日本の小型商業車の伸
びは著しいものがあり、乗用車の生産台数を凌ぎ、各社
が新型車開発に躍起となった時代といえた。日本では依
然として商店などが商用車を購入することが主で、乗用
車が広く家庭に普及するのは、高速道路網が一般的にな
る1964年の東京オリンピック以降ともいえ、それまでに
ライトバンも大きな変化をみせてゆく。
　乗用車ベースのライトバンも、当初は商用車に割り切

ったもので、フロント左右2ドア＋リア上下2分割や1枚
横、縦開き式の仕様であった。だが乗降に際し、前席全
体か背もたれを前に倒さないと乗降できないものが多
く、間に合わせ的な構造と設計であった。量産に際して
フロントシートのフレーム部を、可倒式の商用車用にする
と、乗用車用よりもかえってコストアップになるため、ラ
イトバンではまずリアに3ドア目を歩道側に追加、さらに
は乗用車のドア部のプレス型を共用化した4ドアが追加
されるなど、数年のうちにライトバンは4ドアがあたりま
えになってゆく。そして遂には乗用車版エステートワゴ
ンと同じボディシェルを持ち、後部のみ荷室の機能を持
つ新しいライトバンの時代を迎えるのである。

マスターラインは1958年10月、クラウンの改良新型RS20型をベースに
した、まったく新しいモデルのRS26系になった。大型ヘッドランプ、
フロント１枚ガラスウインドーを持つ近代的モデルになった。

新型マスターラインになり、フロントにウ
イッシュボーン型独立懸架式サスペンショ
ンが採用されたのが初代マスターラインと
の大きな違い。それまでは「丈夫で悪路向
きなリーフスプリングのサスペンション」が
必至とされたが、クラウン誕生以降は独立
懸架が「快適な自動車」として扱われるよ
うになる。新型マスターラインのラインナ
ップは初代同様に、シングル＆ダブルピッ
クアップとライトバンの3モデルだった。
図のモデルはカタログ上での2トーンカラ
ー車だが、実際の生産はシングルカラー車
がほとんどだった。新型クラウン同様に、
初期クラウンのドライバー正面にあった4
連メーター部分が横指針の速度計になり、
従来の丸形速度計内にメーター類が内蔵
され、入れ替わった形になった。

1900ccエンジン搭載の乗用車の登場に遅れること3ヵ月あまり、1961年7月公開の新型マスーライン1900、RS36型。
まさにステーションワゴンなみのフォルムであるが、ボディサイズが旧小型車規格のため、荷室容積では新生セドリッ
クバンに差をつけられていた。

クラウンの4ドアステーションワゴンは、
トヨタ自販の特装車として乗用車同様の
テールフィンランプ付きで東京・芝浦のト
ヨペット整備で架装されていた。マスタ
ーライン系の4ドアモデルはやや遅れて
1960年4月にRS26V-B型として2ドアよ
り5万円高の価格83万3000円で追加さ
れ、プリンス・スカイウエイの3ドアより
7000円ほど安かった。対米向けにはマス
ターラインの2ドアスタイルから「カスタ
ムワゴン」の名で輸出されていた。

コロナPT20型よりクラウンのダッシュボ
ードが貧相、ということでクラウン1900
のRS30系になると、メーターやノブ配列
が一新。上部にはクラッシュパッドも追
加され、従来からのマスター的デザイン
をようやく脱したものになった。中央部
にラジオ、その下に時計が取付けできるよ
うになる。なお対米向けには1500cc後期
型から、このダッシュを採用していた。
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キャンターは1964年3月に4眼ヘッドランプを採用。三菱日本重工業と新三菱重工業は1964年6月に三菱造船と合併、三菱重工業としてスタートを切
ったが販売は従来同様、三菱ふそう自動車が担当。新三菱系は菱和、新菱、中重と三系列あり、1964年に一応は三菱自動車販売となるが、ふそう販
売店はふそうの名を残していた。なお小型バスのローザは新三菱重工業の開発になるものでKE型エンジン搭載車であり、ジュピターとともにふそう
系（現三菱ふそうトラック・バス）ではなかった。

ダイハツ・ベスタからスタートした小型トラックもV200を経て、1964年5月にハイライン1500用エンジンを搭載した1.25トン車V100をリリースすると
ともにV200も斜め4眼ヘッドランプ方式にキャブデザインを一新。ディーゼル車D200も加えるが価格的にはマツダ車より1万ほど高価であった。さら
に1965年10月に2433cc、95psガソリンエンジンを持つ3トン車V300を加えてフルライン体制を敷いた。東京店頭渡価格比較では、いすゞエルフの3
トン車が1991ccガソリンで価格もV300より2万円高、さらにトヨペット・ダイナ2.5トン車はV300より8万円も安かった。1966年1月における2トン標
準型ガソリン車比較ではマツダE2000とトヨペット・ダイナが69万円、ダイハツV200が70万5000円、ニッサン・キャブオールが72万円、プリンス・ス
ーパークリッパーが73万8000円、ディーゼルのいすゞエルフ75万円、同キャンターが78万円であった。こうしてバラエティにあふれた1960年代中頃
は、まさに各メーカーの設計陣がライバル達を見据えて、商用車においても、毎年のようにニューモデル達を開発した時代であったことになる。

■年　表

大正 13 年（1926） 内務省自動車取締令、無免許小型自動車制定、排気量0.35ℓ、変速機2速以下、速度26km/hまで
全長8尺＝2424mm×全幅3尺＝909mm×全高3.6尺＝1090mmの主に三輪車対称、積載量187kgまで

9月 2日 大阪の実用自動車製造がダット自動車製造㈱となり、東京の（資）ダット自動車商会を合併、資本金50万円

昭和 5 年（1930）2月 内務省自動車取締令改正、無免許小型自動車の排気量拡大、4サイクル0.50ℓ、2サイクル0.35ℓ以下
全長8尺2800mm×全幅1200mmまでに拡大、四輪車を可能にする。運転者は大正以来の1名まで

昭和 6 年（1931）8月 日本産業（株）系の戸畑鋳物（株）、ダット自動車を買収し経営権取得、昭和8年8月、横浜工場に着手

昭和 7 年（1932）4月15日 小型車ダットソン販売店のダットサン自動車商会、東京に設立。ダットサン10型トラック製造販売開始

昭和 8 年（1933）3月 石川島製作所＋ダット自動車＋東京瓦斯電が合併し自動車工業設立、商工省標準自動車いすゞ に着手

8月 内務省自動車取締令改正、無免許小型自動車の排気量拡大、4サイクル0.75ℓ、2サイクル0.50ℓ以下に
電気自動車は1時間定格出力4.5kWまで、四輪車は運転者1名の場合無免許可

9月 ダットサン営業権が自動車工業から戸畑鋳物に移る

12月26日 戸畑鋳物（株）と日本産業（株）共同出資で、自動車製造（株）設立、ダットソン権利は自動車工業より譲渡

昭和 9 年（1934）6月 1日 自動車製造（株）、日産自動車（株）に改称、横浜工場完成、ダットサン13型トラック製造開始

昭和 11 年（1936）9月19日 日産自動車、豊田自動織機製作所、自動車製造事業法許可会社となる

昭和 12 年（1937）8月21日 東京瓦斯電気工業自動車部、東京自動車工業と合併、後のいすゞ 大森製造所となる

昭和 13 年（1938）9月 商工省主催で薪炭瓦斯自動車普及全国キャラバン実施

昭和 16 年（1941）4月30日 東京自動車工業、ヂーゼル自動車工業㈱と社名変更

昭和 19 年（1944） 内務省自動車取締令改正、免許不要の小型自動車の排気量1500cc以下、年齢16歳以上に

昭和 20 年（1945）9月22日 GHQの製造工業運営に関する覚書により、トラック製造、資材割り当て枠内で月産1,500台限り許可（乗用車製造禁止）

12月 トヨタ、1トン積ボンネットトラックSB型の設計開始（前月S型1000ccエンジン、SA型乗用車設計開始）

昭和 21 年（1946）7月26日 日産、吉原工場でダットサントラック戦後第一号ラインオフ

昭和 22 年（1947）4月 東京電気自動車、立川飛行機の企業解体で発足、たま号トラック開発、1945年当初は立川飛行機傘下だった高速機
関工業製オオタトラックがシャシーベース。1951年たま自動車となる。

9月 トヨタ、小型車の愛称をトヨペットに決定（商標登録は49年11月）、SB型はトヨペット・トラックとなる

12月29日 運輸省令36号公布、小型自動車（第1種）の排気量4サイクル1500cc、2サイクル1000cc以下
全長4.3m、全幅1.6m、全高2.0m各以下（48年実施）

昭和 24 年（1949）7月 1日 ヂーゼル自動車工業、いすゞ 自動車㈱と社名変更

8月 1日 日産重工業、日産自動車（株）と改称

昭和 25 年（1950）7月12日 富士産業の第二会社のひとつとして富士精密工業発足

昭和 26 年（1951）10月 富士精密工業、国産初の4サイクル1500ccエンジン試作の完成

12月19日 大阪の発動機製造、ダイハツ工業と社名変更

昭和 27 年（1952）3月 7日 たま自動車、電気自動車から切り替え、富士精密工業製1500cc車展示会開催、11月にプリンス自動車に社名変更

9月 1日 日産、ダットサンなどの定価販売制度実施

12月 高速機関工業、オオタ自動車工業と社名変更

昭和 28 年（1953）9月25日 トヨタ、R型1500ccエンジン搭載の1.25トン積トヨペットRK型トラック生産開始

昭和 29 年（1954）4月20日 第1回全日本自動車ショウ（自動車工業会、日本小型自動車工業会、自動車部品工業会主催）開催、入場者約55万人、
出品台数267台、（〜29日、以降1957年第4回まで日比谷公園で野外展示）

9月 1日 トヨタ、1トン積キャブオーバートラックSKB型（後のトヨエース）を発表

10月 1日 小型自動車の排気量、4サイクル、2サイクルの別なく1500ccまでとなる

昭和 30 年（1955）1月17日 日産、ダットサントラック120型を発売

4月 1日 プリンス、国産初のキャブオーバートラックAKTG-1型、1.75トン積を発表

11月 1日 トヨタ、トヨペット・マスターライン・ライトバン、ピックアップシングルシートを発表し12月までに発売

昭和 31 年（1956）5月 トヨタ、トヨペット初のキャブオーバートラックRK52型を発売
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■主要諸元（各章関連モデル）
●第3章　戦後の乗用と商用シャシー併用期

年式 車名型式 全長 全幅 全高 軸距 地上高 荷室長 荷室幅 荷室高 車両重量 乗員 最大積載量 最高速度 登坂能力 回転半径 エンジン 内径 行程 総排気量 最高出力 最大トルク 圧縮比 変速機 タイヤ前 タイヤ後 燃料タンク
(mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (mm) (kg) (名) (kg) (km/h) （sin、tanθ） (m) （型式 気筒数 弁型式） (mm) (mm) (cc) (ps/rpm) (KG-m/rpm) (c.r) (前進後退） （ℓ）

1947 ダットサンF3135消防車 3150 1400 1672 2005 190 — — — 1140 — — 67 1/6 5.5 7型4サイクル直4SVガソリン 55 76 722 15/3600 3.8/3600 5.6 前3後1 4.00-16 4.00-16 21
1949 ダットサン3135トラック 3147 1398 1580 2005 190 1185 1332 440 655 2 500 65 1/6 5.5 7型4サイクル直4SVガソリン 55 76 722 15/3600 3.8/3600 5.6 前3後1 4.00-16 4.00-16 21
1950 ダットサンDW２ステーションワゴン 3600 1420 1560 2005 190 1840 1200 1100 800 4 — 72 1/6 5.5 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 20/3600 4.9/2000 5.6 前3後1 5.00-16 5.00-16 21
1950 ダットサン4146トラック 3295 1398 1580 2005 190 1370 1332 440 690 2 500 72 1/6 5.5 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 20/3600 4.9/2000 5.6 前3後1 5.00-16 5.00-16 21
1950 オオタOS-6トラック 3442 1360 1600 2100 185 1500 1300 450 423 2 750 60 1/5 5.0 E-8型4サイクル直４SVガソリン 61.5 64 760 20/4000 4.0/2600 7.4 前3後1 5.00-16 5.00-16 24
1951 ダットサンDV４デリバリーバン 3680 1450 1580 2150 190 1250 930 860 920 2 500 70 1/6 5.6 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 20/3600 4.9/2000 5.6 前3後1 5.50-15 5.50-15 21
1951 ダットサン5147トラック 3398 1398 1580 2150 190 1470 1332 440 750 2 600 70 1/6 5.6 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 20/3600 4.9/2000 5.6 前3後1 5.50-15 5.50-15 21
1951 オオタKA2トラック 4013 1460 1735 2320 195 1800 1380 450 540 2 800 70 1/5 5.0 E-8型4サイクル直４SVガソリン 61.5 64 760 20.5/4000 4.7/2600 8.4 前3後1 6.00-16 6.00-16 24

●第4章　全日本自動車ショウ開催初期の商用車達
年式 車名型式 全長 全幅 全高 軸距 地上高 荷室長 荷室幅 荷室高 車両重量 乗員 最大積載量 最高速度 登坂能力 回転半径 エンジン 内径 行程 総排気量 最高出力 最大トルク 圧縮比 変速機 タイヤ前 タイヤ後 燃料タンク

1952 ダットサン　医療車 3800 1450 1580 2150 190 — — — 970 4 — 70 1/6 5.6 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 20/3600 4.9/2000 5.6 前3後1 5.50-15 5.50-15 18
1953 ダットサン6147トラック 3406 1398 1590 2150 190 1470 1332 440 755 2 600 72 1/6 5.6 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前3後1 5.50-15 5.50-15 18
1953 ダットサンDU5ピックアップ 3587 1400 1595 2150 190 860 1167 380 845 4 300 72 1/5.6 5.6 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前3後1 5.50-15 5.50-15 18
1953 ダットサンDV5デリバリーヴァン 3855 1480 1590 2150 190 1280 930 1010 925 2 500 72 1/6.4 5.6 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前3後1 5.50-15 5.50-15 18
1947 トヨペットSBトラック 3950 1595 1800 2400 175 1600 1480 425 1125 2 1000 68 1/4 5.2 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 27/4000 5.9/1600 6.5 前4後1 6.50-16 6.50-16 37.8
1950 トヨペットSUルートバン 4250 1600 1990 2400 175 3000 1450 1400 1300 2 1000 68 1/4 5.2 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 27/4000 5.9/1600 6.5 前4後1 6.50-16 6.50-16 37.8
1952 トヨペットSBライトバス 4230 1580 1980 2400 175 — — — 1440 7 — 68 1/4 5.2 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 27/4000 5.9/1600 6.5 前4後1 6.50-16 6.50-16 37.8
1952 トヨペットSGトラック 4195 1594 1735 2500 200 1957 1535 465 1170 2 1000 68 1/4 5.4 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 28/4000 5.9/1600 6.5 前4後1 6.50-16 6.50-16 37.8
1955 トヨペットRKトラック 4265 1675 1735 2500 200 1957 1535 465 1220 2 1250 85 28％ 5.4 R型4サイクル直4OHVガソリン 77 78 1453 48/4000 10/2400 6.8 前4後1 6.50-16 6.50-16 37.8
1956 トヨペットRK1.5トラック 4265 1675 1755 2500 200 1957 1535 455 1300 2 1500 85 1/4 5.4 R型4サイクル直4OHVガソリン 77 78 1453 48/4000 10/2400 6.8 前4後1 6.50-16 7.00-16 37.8
1955 ダットサンK110コンバーチブル 3860 1466 1500 2220 162 — — — 890 4 — 85 0.42 5.2 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前4後1 5.50-15 5.50-15 32.5
1955 ダットサンW110エステートワゴン 3830 1466 1530 2220 161 1750 1190 1180 950 4 — 85 0.4 5.2 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前4後1 5.50-15 5.50-15 32.5
1955 ダットサン120トラック 3742 1466 1555 2220 175 1550 1368 408 865 2 750 75 0.25 5.2 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前4後1 5.50-15 5.50-15 26.5
1955 ダットサンU120ピックアップ 3970 1466 1580 2220 175 925 1220 430 955 4 400 75 27% 5.2 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前4後1 5.50-15 5.50-15 26.5
1955 ダットサンAV120ライトバン 3900 1466 1575 2220 175 1540 1180 965 975 2/4 500/300 75 29/27% 5.2 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前4後1 5.50-15 5.50-15 26.5
1955 ダットサンV120デリバリーバン 3900 1466 1590 2220 175 1640 1180 990 970 2 600 75 0.27 5.2 10型4サイクル直4SVガソリン 60 76 860 25/4000 5.1/2400 5.6 前4後1 5.50-15 5.50-15 26.5
1953 プリンスAFTF-3トラック低床 4280 1660 1823 2550 190 1090 1360 450 1405 2 1500 85 1/5 5.3 FG4A-21型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 45/4000 10/2000 6.5 前4後1 6.50-16 6.50-16 40
1956 プリンスAFTF-7トラック低床 4285 1670 1855 2550 190 2035 1555 450 1405 2 1500 90 1/4 5.6 GA2A型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 52/4200 10.4/2400 6.8 前4後1 7.00-16 7.00-16 40
1957 プリンスAFTF-8トラック低床 4285 1670 1855 2550 190 2010 1535 435 1421 2 1500 95 0.26 5.6 GA-30型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 60/4400 10.75/3200 7.5 前4後1 7.00-16 7.00-16 40
1956 プリンスAFVB−5A/Bライトバン 4290 1650 1820 2550 190 1660 1400 1100 1445 2/5 1000/500 90 1/4 5.6 GA2A型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 52/4200 10.4/2400 6.8 前4後1 6.50-16 6.50-16 40
1953 オオタKA-3トラック 4013 1550 1735 2330 185 1800 1450 450 629 2 850 70 1/5 5.5 E-9型4サイクル直４SVガソリン 61.5 76 903 23/4000 4.9/2400 8.4 前3後1 6.00-16 6.00-16 24
1953 オオタFA-2消防車 3940 1480 1700 2320 — — — — 1170 8 — — — 5.5 E-9型4サイクル直４SVガソリン 61.5 76 903 24/4000 5.0/2200 8.4 前3後1 6.00-16 6.00-16 24
1955 オオタVL2ライトバン 4280 1660 1835 2440 205 1800 1450 950 1290 2 850 88 1/4 5.5 E-13型4サイクル直４OHVガソリン 70 82 1263 45/4000 8.8/2600 7 前4後1 6.50-16 6.50-16 30
1955 オオタKD2トラック 4190 1610 1820 2440 205 1930 1500 450 1210 2 1250 85 1/4 5.5 E-13型4サイクル直４OHVガソリン 70 82 1263 45/4000 8.8/2600 7 前4後1 6.50-16 6.50-16 30
1955 オオタFM-1消防車 4300 1680 2000 2455 206 — — — 1810 8 — — — 5.3 E-13型4サイクル直４OHVガソリン 70 82 1263 48/4500 9.0/2000 7.3 前4後1 7.00-16 7.00-16 30

●第5章　三輪を終焉させたトヨペット・ライトトラック
年式 車名型式 全長 全幅 全高 軸距 地上高 荷室長 荷室幅 荷室高 車両重量 乗員 最大積載量 最高速度 登坂能力 回転半径 エンジン 内径 行程 総排気量 最高出力 最大トルク 圧縮比 変速機 タイヤ前 タイヤ後 燃料タンク

1955 トヨペットSKBライトトラック 4287 1675 1850 2500 190 2495 1515 405 1200 2 1000 70 29％ 5.43 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 30/4000 6.2/2600 6.7 前4後1 6.00-16 6.50-16 37.8
1955 トヨペットSKBライトバン 4280 1680 1950 2500 190 2495 1515 405 1335 2 850 90 1/4 5.48 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 30/4000 6.2/2600 6.7 前4後1 6.00-16 6.50-16 37.8
1955 トヨペットSKBダブルキャブ 4287 1677 1850 2500 190 2495 1515 405 1335 2 850 90 1/4 5.48 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 30/4000 6.2/2600 6.7 前4後1 6.00-16 6.50-16 37.8
1955 トヨペットSKBパネルバン 4295 1650 1990 2500 190 2495 1515 405 1335 2 1000 90 1/4 5.48 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 30/4000 6.2/2600 6.7 前4後1 6.00-16 6.50-16 37.8
1955 トヨペットRK52Vルートバン 4280 1650 1900 2530 210 1560 1480 1230 1640 2/5 1500 90 1/4 5.48 R型4サイクル直4OHVガソリン 77 78 1453 48/4000 10/2400 6.8 前4後1 7.00-15 6.50-16 37.8
1955 トヨペットRK52ルートトラック 4290 1675 1940 2530 210 2495 1515 405 1365 2 1500 90 1/4 5.48 R型4サイクル直4OHVガソリン 77 78 1453 48/4000 10/2400 6.8 前4後1 7.00-15 7.00-15 37.8
1957 トヨペットRK62ルートトラック 4290 1677 1950 2530 210 2495 1515 405 1335 2 1750 90 1/4 5.48 R型4サイクル直4OHVガソリン 77 78 1453 55/4400 10.5/2600 7.2 前4後1 7.00-15 7.00-15 37.8

●第6章　怒涛のキャブオーバー時代へ
年式 車名型式 全長 全幅 全高 軸距 地上高 荷室長 荷室幅 荷室高 車両重量 乗員 最大積載量 最高速度 登坂能力 回転半径 エンジン 内径 行程 総排気量 最高出力 最大トルク 圧縮比 変速機 タイヤ前 タイヤ後 燃料タンク

1955 プリンスAKTG-1キャブオーバートラック 4290 1670 1990 2240 190 2770 1550 450 1539 2 2000 85 1/4 5.15 FG4A-21型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 52/4200 10.4/2400 6.8 前4後1 7.00-16 7.00-16 40
1956 プリンスAKTG-2キャブオーバートラック 4290 1670 1990 2240 190 2770 1550 450 1510 2 2000 90 1/4 5.15 GA-30型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 60/4400 10.75/3200 7.5 前4後1 7.00-16 7.00-16 40
1957 プリンス宣伝車 4690 1750 2150 2240 190 — — — 1920 10 — 95 1/4 5.15 GA-30型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 60/4400 10.75/3200 7.5 前4後1 7.00-16 7.00-16 40
1955 プリンスルートバンAKVC３A/B 4280 1660 1930 2550 190 1660 1400 1100 1562 2/5 1000/500 90 1/4 5.15 FG4A-21型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 52/4200 10.4/2400 6.8 前4後1 6.50-16 6.50-16 40
1958 プリンスAKTG-4キャブオーバートラック 4290 1670 1990 2240 190 2770 1550 450 1515 2 2000 95 1/4 5.15 GA-30型4サイクル直４OHVガソリン 45 84 1484 60/4400 10.75/3200 7.5 前4後1 7.00-16 7.00-16 40
1957 くろがねNAマイティ 4130 1675 1960 2350 220 2500 1580 420 1170 3 1000 75 0.28 5.2 VEC型4サイクルV2 SVガソリン 80 99 995 30/3900 6.4/2600 5.3 前4後1 6.00-16 6.00-16 30
1957 トヨエースSKBトラック 4278 1675 1850 2500 190 2495 1515 405 1200 2 1000 70 29％ 5.4 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 30/4000 6.2/2600 6.7 前4後1 6.00-15 6.00-15 37.8
1958 トヨエースSKBトラック 4270 1690 1850 2500 185 2520 1585 415 1200 2 1000 78 30％ 5.4 S型4サイクル直4SVガソリン 65 75 995 33/4500 6.2/2600 6.7 前4後1 6.00-15 6.00-15 37.8
1958 ニッサンジュニアキャブオールC40 4290 1675 1990 2300 190 2825 1560 450 1525 2 2000 88 0.250 5.3 G型4サイクル直４OHVガソリン 73 89 1484 50/4400 10.2/2100 7.2 前4後1 7.00-15 7.00-15 37
1957 ニッサンジュニアキャブオールバンVC40 4275 1675 1990 2300 190 2415 1425 1290 1720 2/5 1000/750 88 0.326 5.3 G型4サイクル直４OHVガソリン 73 89 1484 50/4400 10.2/2100 7.2 前4後1 7.00-15 7.00-15 37
1958 マツダロンパーDMA81 4290 1680 1920 2500 220 2545 1565 370 1290 3 1000 74 1/5.6 4.9 MB型4サイクルV2OHVガソリン 80 110 1105 32.5/3600 7.8/2500 5.7 前4後1 6.00-16 6.00-16 28
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■生産台数（1926〜45年）
年次 台数

1926 245
1927 302
1928 347
1929 437
1930 458
1931 434
1932 696
1933 1,055
1934 1,077
1935 1,181

■トラック（小型四輪車）生産台数
年 ガソリン ディーゼル 小計

1946 （昭和21年） 736
1947 （昭和22年） 1,584
1948 （昭和23年） 3,562
1949 （昭和24年） 7,910
1950 （昭和25年） 8,926
1951 （昭和26年） 8,375
1952 （昭和27年） 10,525
1953 （昭和28年） 11,657
1954 （昭和29年） 18,085
1955 （昭和30年） 21,505 21,505
1956 （昭和31年） 43,424 43,424
1957 （昭和32年） 80,083 80,083
1958 （昭和33年） 90,152 151 90,303
1959 （昭和34年） 129,373 44 129,417
1960 （昭和35年） 179,687 3,102 182,789
1961 （昭和36年） 249,566 13,187 262,753
1962 （昭和37年） 330,280 15,500 345,780
1963 （昭和38年） 425,381 25,521 450,902
1964 （昭和39年） 592,600 41,338 633,938
1965 （昭和40年） 606,407 40,769 647,176
1966 （昭和41年） 730,136 50,749 780,883

年 ガソリン ディーゼル 小計

1967 （昭和42年） 962,755 63,438 1,026,193
1968 （昭和43年） 1,096,954 72,209 1,169,163
1969 （昭和44年） 1,143,763 92,765 1,236,528
1970 （昭和45年） 1,156,729 97,132 1,253,861
1971 （昭和46年） 1,204,125 100,814 1,304,939
1972 （昭和47年） 1,402,639 124,515 1,527,154
1973 （昭和48年） 1,509,309 165,257 1,674,566
1974 （昭和49年） 1,547,434 166,630 1,714,064
1975 （昭和50年） 1,441,759 168,716 1,610,475
1976 （昭和51年） 1,664,313 166,209 1,830,522
1977 （昭和52年） 1,596,319 213,649 1,809,968
1978 （昭和53年） 1,686,405 255,302 1,941,707
1979 （昭和54年） 1,570,304 322,392 1,892,696
1980 （昭和55年） 1,663,834 449,477 2,113,311
1985 （昭和60年） 1,218,423 659,470 1,877,893
1990 （平成 2 年） 517,972 744,971 1,262,943
1995 （平成 7 年） 304,495 604,826 909,321
1996 （平成 8 年） 329,900 564,856 894,756
1997 （平成 9 年） 298,063 482,765 780,828
1998 （平成10年） 198,527 318,619 517,146
1999 （平成11年） 189,646 286,450 476,096
2000 （平成12年） 204,253 279,029 483,282
2001 （平成13年） 199,037 246,233 445,270
2002 （平成14年） 198,002 182,301 380,303
2003 （平成15年） 250,019 199,443 449,462
2004 （平成16年） 261,902 184,634 446,536
2005 （平成17年） 233,694 203,069 436,763
2006 （平成18年） 213,692 205,712 419,404
2007 （平成19年） 177,463 188,069 365,532
2008 （平成20年） 163,237 166,521 329,758
2009 （平成21年） 127,004 88,135 215,139
2010 （平成22年） 133,043 105,733 238,776
2011 （平成23年） 135,335 99,251 234,586
2012 （平成24年） 162,012 113,980 275,992
2013 （平成25年） 168,512 132,123 300,636
2014 （平成26年） 176,760 151,168 327,928
2015 （平成27年） 330,814
2016 （平成28年） 317,182

年次 台数

1936 5,004
1937 7,643
1938 13,981
1939 29,233
1940 42,073
1941 42,813
1942 37,653
1943 25,174
1944 21,434
1945 6,723

※1926～45年の間は、トラック、バスを含む生産台数を示す。

※表は、日本自動車工業会発表資料をもとに作成。
※トラック＝小型商用車の規格については、p.4参照のこと。

■メーカー別小型商用車生産台数（1951〜52年、1956年〜68年）
メーカー名 1951年 1952年 1956年 1957年 1958年 1959年 1960年 1961年 1962年 1963年 1964年 1965年 1966年 1967年 1968年

トヨタ 2,694 4,950 25,290 43,423 45,222 53,892 87,591 102,228 127,737 169,328 224,158 218,867 250,845 328,885 397,439
日産 2,391 3,687 11,000 26,937 30,323 43,361 49,488 75,781 108,578 131,648 161,886 155,772 241,453 348,130 380,407
いすゞ 2,074 7,345 19,977 20,947 27,576 38,273 35,596 36,540 41,433 50,743
三菱 166 116 86 3,935 12,241 19,366 43,116 51,690 55,258
日野 1,303 5,334 10,856 11,265 10,637 9,881 7,369 1,120
プリンス 262 6,189 8,582 8,208 13,055 19,758 24,868 28,648 24,476 40,614 42,834 （23,333）
マツダ 9 12,825 19,725 25,128 37,619 48,143 98,953 113,409 126,111 180,638 226,438
ダイハツ 287 2,031 1,156 6,405 11,059 34,501 46,413 45,175 57,430 60,758 49,699
ホンダ 737 6,276 18,019 7,640
くろがねオオタ 732 1,292 859 1,141 1,754 1,977 486 940 9
コニー 695 907 6
ミカサ（含乗用車） 26 159 66
スバル 221 30 5,899 9,179

小計 5,817 10,200 43,338 80,083 85,820 129,374 187,779 261,684 345,760 450,902 633,918 647,176 780,883 1,026,193 1,169,163

※表は、生産当時の自動車工業会、日本小型自動車工業会、1967年双方合併により設立された日本自動車工業会発表資料をもとに作成。
※小型商用車の規格については、p.4参照のこと。
※スバルの1962、63年の数値は特装車と思われる。
※マツダの1952年の数値は試作車と思われる。
※プリンスの1966年の数値は小計に未計上、8月以降は日産に含まれる。

編集部より
　本書の編集にあたっては、以下の方々からの多大なるご協力を賜りました。日産自動車
グローバルブランドエンゲージメント部の中山竜二氏、杉浦孝彦氏にはトヨタ博物館在籍
時に、それぞれ本書編集のための資料に関してご協力をいただきました。自動車史料保存
委員会からは当時のカタログや写真のご協力を得ました。ここに御礼を申し上げます。
　本書をご覧いただき、名称表記、性能データ、事実関係の記述に差異等お気づきの点が
ございましたら、該当する資料とともに弊社編集部までご通知いただけますと幸いです。

三樹書房　編集部

お わ り に

　子供の頃、友人の商店にあった小型トラックに乗せてもらった。それまではスクーター
の後シートやバーハンドル式のドアもない三輪トラックの助手席で、いずれも振動が多く、
走行中に振り落とされないよう必至にグラブバーにしがみついたのを思い出す。しかし、
トラックはまさに別世界だった。ドアもありシートも立派で、外に落とされる不安がなか
ったからである。
　それに魅了された商店主達は二輪の実用車から三輪トラック、そして四輪商用車に次々
に乗り換えたとしても不思議ではなかった。その商用車もほぼ 4 年ごとのモデルチェンジ
が行なわれるに至り、商店や会社などが「新型商用車」が出るたびに買い替えていった。
高速道路網の確立もあり、確か1970年の大阪万国博覧会まで、乗用車も含めて空前の自動
車買い替えブームが続いたと思う。
　本書では戦前から万博前までの商用車を取り上げたが、編纂を終えてみると、まだまだ
収録モデルが不足していることを実感する。たとえばホンダ車が収録されていないと指摘
があるかと思うが、『カタログでたどる　日本のトラック・バス―いすゞ　日産・日産ディ
ーゼル　三菱・三菱ふそう　マツダ　ホンダ編』にほぼ全カタログが収録されているため、
総ページ数の関係から断腸の思いで割愛した。何卒ご容赦頂ければ幸いである。
　本書の編纂にあたっては三樹書房の小林謙一氏、山田国光氏、木南ゆかり氏、資料等に
ついては、トヨタ博物館、日産自動車、日本自動車工業会、自動車史料保存委員会などの
皆様に多大なるご協力を得たこと感謝いたします。
　執筆に当たっては、メーカー発表の当時のプレスリリースやカタログ、社史の他に、自
動車工業会の資料や当時の雑誌などを主要な参考文献としています。本書をご覧いただき、
お気づきの点などありましたら、編集部までご一報頂ければ幸いです。

小関和夫
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